
第５８９号２０２０年（令和２年）１月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（９）

は
、
金
栗
の
歩
み
に
重
ね
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
箱
根
駅
伝

の
歴
史
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
。

陸
上
競
技
部
に
宛
て
た
「
体

力
気
力
努
力
」
と
力
強
く
書

か
れ
た
金
栗
の
色
紙

写
真

や
、
図
書
館
所
蔵
の
関
連

書
籍
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
。ま
た
、陸
上
競
技
部
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
も
飾
っ
て
あ
る
。

　
金
栗
を
描
い
た
大
河
ド
ラ

マ
を
見
て
い
た
と
い
う
人
間

科
学
部
１
年
次
男
子
は
「
努

力
の
人
。
日
本
の
陸
上
界
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
令

和
元
年
度
補
正
予
算
は
12
月

11
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議

員
会
の
議
決
を
経
て
、
別
表

の
と
お
り
決
定
し
た
。

１
資
金
収
支
補
正
予
算

｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
１
４
０
０
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・

04
％
増
）
で
３
５
８
億
４
４

７
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
２
億
６
５
３
７
万
円
の
減

（
当
初
予
算
比
０
・
90
％

減
）
で
２
９
１
億
７
０
６
０

万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
２

億
７
９
３
７
万
円
の
増
で
66

億
７
４
１
４
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
１
億
７
６
６
６
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
０
・
61
％

増
）
で
２
９
２
億
１
６
７
０

万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当

初
予
算
に
比
べ
１
億
６
２
６

６
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比

２
・
40
％
減
）
で
66
億
２
８

０
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補

正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収

入
計
が
当
初
予
算
に
比
べ
１

億
６
０
３
８
万
円
の
減
（
当

初
予
算
比
０
・
66
％
減
）
で

２
４
１
億
５
３
７
６
万
円
。

事
業
活
動
支
出
計
は
、
当
初

予
算
に
比
べ
３
１
４
８
万
円

の
増
（
当
初
予
算
比
０
・
13

％
増
）
で
２
３
８
億
５
８
０

８
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
２

億
９
５
６
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
基
本
金
組
入
額
合
計

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
５
８

７
２
万
円
の
組
入
額
増
（
当

初
予
算
比
１
・
17
％
増
）
で

△
50
億
７
３
３
９
万
円
と
な

り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
と
基
本
金
組
入
額

合
計
を
合
わ
せ
た
当
年
度
収

支
差
額
は
、
当
初
予
算
に
比

べ
２
億
５
０
５
９
万
円
の
支

出
超
過
額
の
増
（
当
初
予
算

比
５
・
54
％
増
）
で
△
47
億

７
７
７
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
繰
越
収
支
差
額

（
△
３
８
５
億
９
２
５
４
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

収
支
差
額
は
、
当
初
予
算
に

比
べ
５
３
９
万
円
の
支
出
超

過
額
の
減
（
当
初
予
算
比
０

・
01
％
減
）
で
△
４
３
３
億

７
０
２
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

 収　入　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 19,620,432,000 △ 158,213,000 19,462,219,000

手 数 料 収 入 1,176,031,000 0 1,176,031,000

寄 付 金 収 入 500,000,000 0 500,000,000

補 助 金 収 入 1,433,934,000 △ 62,619,000 1,371,315,000

国 庫 補 助 金 収 入 1,419,252,000 △ 64,619,000 1,354,633,000

地方公共団体補助金収入 14,682,000 ○ 1,000,000 15,682,000

学術研究振興資金収入 0 ○ 1,000,000 1,000,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 ○ 18,822,000 218,822,000

付随事業・収益事業収入 628,527,000 ○ 25,523,000 654,050,000

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 76,875,000 0 76,875,000

雑 収 入 728,251,000 ○ 31,203,000 759,454,000

借 入 金 等 収 入 900,000,000 0 900,000,000

前 受 金 収 入 3,551,137,000 ○ 4,036,000 3,555,173,000

そ の 他 の 収 入 4,712,029,000 ○ 43,562,000 4,755,591,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 4,091,237,000 △ 167,693,000 △ 4,258,930,000

当 年 度 収 入 合 計  29,435,979,000 △ 265,379,000 29,170,600,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,394,770,761 ○ 279,379,200 6,674,149,961

収 入 の 部 合 計 35,830,749,761 ○ 14,000,200 35,844,749,961

 支　出　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

人 件 費 支 出 14,525,396,000 △ 131,405,000 14,393,991,000

教 育 研 究 経 費 支 出 5,138,242,000 ○ 128,175,000 5,266,417,000

管 理 経 費 支 出 1,441,518,000 ○ 47,792,000 1,489,310,000

借 入 金 等 利 息 支 出 18,544,000 0 18,544,000

借 入 金 等 返 済 支 出 317,770,000 0 317,770,000

施 設 関 係 支 出 5,732,982,000 ○ 47,671,000 5,780,653,000

設 備 関 係 支 出 1,471,443,000 △ 177,501,000 1,293,942,000

資 産 運 用 支 出 750,018,000 0 750,018,000

そ の 他 の 支 出 1,301,908,000 ○ 50,637,000 1,352,545,000

[予        備        費] 150,000,000 0 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,807,776,000 ○ 211,293,000 △ 1,596,483,000

当 年 度 支 出 合 計 29,040,045,000 ○ 176,662,000 29,216,707,000

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,790,704,761 △ 162,661,800 6,628,042,961

支 出 の 部 合 計 35,830,749,761 ○ 14,000,200 35,844,749,961

学校法人専修大学 令和元年度 資金収支補正予算書（概要）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで
(単位:円)

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 19,620,432,000 △ 158,213,000 19,462,219,000

手 数 料 1,176,031,000 0 1,176,031,000

寄 付 金 200,000,000 0 200,000,000

経 常 費 等 補 助 金 1,433,934,000 △ 62,619,000 1,371,315,000

国 庫 補 助 金 1,419,252,000 △ 64,619,000 1,354,633,000

地方公共団体補助金 14,682,000 ○ 1,000,000 15,682,000

学術研究振興資金 0 ○ 1,000,000 1,000,000

付 随 事 業 収 入 628,527,000 ○ 25,523,000 654,050,000

雑 収 入 728,251,000 ○ 31,203,000 759,454,000

教 育 活 動 収 入 計 23,787,175,000 △ 164,106,000 23,623,069,000

事
業
活
動

支
出
の
部

人 件 費 14,569,495,000 △ 112,112,000 14,457,383,000

教 育 研 究 経 費 7,417,687,000 ○ 96,688,000 7,514,375,000

管 理 経 費 1,659,148,000 ○ 46,792,000 1,705,940,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 23,646,330,000 ○ 31,368,000 23,677,698,000

教 育 活 動 収 支 差 額 140,845,000 △ 195,474,000 △ 54,629,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 76,875,000 0 76,875,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教 育 活 動 外 収 入 計 76,875,000 0 76,875,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 18,544,000 0 18,544,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教 育 活 動 外 支 出 計 18,544,000 0 18,544,000

教育活動外収支差額 58,331,000 0 58,331,000

　 経 常 収 支 差 額 199,176,000 △ 195,474,000 3,702,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 ○ 3,720,000 3,720,000

そ の 他 の 特 別 収 入 450,100,000 0 450,100,000

施 設 設 備 補 助 金 0 0 0

そ の 他 の 収 入 450,100,000 0 450,100,000

特 別 収 入 計 450,100,000 ○ 3,720,000 453,820,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 11,720,000 ○ 120,000 11,840,000

そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0

特 別 支 出 計 11,720,000 ○ 120,000 11,840,000

特 別 収 支 差 額 438,380,000 ○ 3,600,000 441,980,000

[　 予　　　　 備 　　　　 費　] 150,000,000 0 150,000,000

基 本 金 組入前当年度収支差額 487,556,000 △ 191,874,000 295,682,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 5,014,665,000 △ 58,725,000 △ 5,073,390,000

当 年 度 収 支 差 額 △ 4,527,109,000 △ 250,599,000 △ 4,777,708,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 38,848,535,000 ○ 255,993,000 △ 38,592,542,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 43,375,644,000 ○ 5,394,000 △ 43,370,250,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,314,150,000 △ 160,386,000 24,153,764,000

事 業 活 動 支 出 計 23,826,594,000 ○ 31,488,000 23,858,082,000

学校法人専修大学 令和元年度 事業活動収支補正予算書（概要）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで
(単位:円)

備考　１．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究経費」と「管

理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

校
友
会
情
報

〈
千
葉
県
京
北
連
合
会
総
会
〉

▽
１
月
25
日
（
土
）
12
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
南
柏
駅
か
ら
徒

歩
１
分
「
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
ザ
・
ル
ク
ソ
ー
南
柏
」

旴
石
塚
一
馬
氏
☎
０
９
０
・

３
１
３
１
・
０
０
２
８

〈
神
奈
川
県
連
合
会
総
会
〉

▽
２
月
７
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
み
な
と
み
ら
い
線
日

本
大
通
り
駅
か
ら
徒
歩
２
分

「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ

マ
」
旴
白
井
吾
郎
氏
☎
０
９

０
・
９
０
９
４
・
６
０
７
４

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
15
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩
15

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会（
吉
田
伸
江
会
長
）

で
は
、
２
０
１
９
年
度
税
理

士
試
験
に
合
格
し
た
（
一
部

科
目
合
格
も
含
む
）
卒
業
生

の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
合
格
者
の
方
は
校
友
会
事

務
局（
☎
03
・
３
２
６
５
・
７

５
７
９
、E-mail

‥koyuka@

acc.senshu-u.ac.jp

）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
ド
ニ
ス
90
号
刊
行

　
１
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌『
ア
ド
ニ
ス
』
90
号
で
は
、

日
髙
義
博
理
事
長
、
佐
々
木

重
人
専
修
大
学
長
、
尾
池
守

石
巻
専
修
大
学
長
、
小
宮
多

喜
次
校
友
会
長
に
よ
る
新
春

特
別
座
談
会
を
掲
載
。「
わ
れ

ら
専
修
人
」で
は
、食
料
品
卸

売
業
㈱
か
ね
久
の
代
表
取
締

役
・
遠
藤
伸
太
郎
さ
ん
（
平

６
石
理
工
）
が
、
商
品
企
画

事
業
を
通
じ
て
地
元
石
巻
の

復
興
に
か
け
る
姿
を
紹
介
。

分
「
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ

ル
」
旴
熊
谷
憲
雄
氏
☎
０
９

０
・
１
５
２
１
・
７
０
７
０

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の

「
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30
年

記
念
事
業
募
金
」
に
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
育
友
会

元
副
会
長
の
武
藤
佳
昭
氏

に
、
日
髙
義
博
理
事
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
12
月

13
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　
武
藤
氏
は
国
内
外
で
活
躍

す
る
弁
護
士
。
育
友
会
で
は

２
０
１
５
年
か
ら
３
年
間
、

副
会
長
を
務
め
た
。
武
藤
氏

は
「
育
友
会
支
部
懇
談
会
で

は
、
九
州
や
四
国
な
ど
を
訪

ね
、
子
息
の
大
学
生
活
を
支

え
る
ご
父
母
の
熱
心
な
姿
に

触
れ
た
。
寄
付
は
、
学
生
の

勉
学
や
専
修
大
学
の
１
４
０

周
年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

感
謝
状
を
持
つ
武
藤
氏
（
中
央
）

武
藤
氏
に
感
謝
状

多
額
寄
付

　「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」

「
箱
根
駅
伝
生
み
の
親
」
と

し
て
知
ら
れ
る
金
栗
四
三

（
１
８
９
１
｜
１
９
８
３
）

に
関
す
る
企
画
展
が
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
１
階
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
１
月
17

日
ま
で
。
専
修
大
学
ス
ポ
ー

ツ
研
究
所
主
催
。

　
金
栗
は
熊
本
県
出
身
、
専

大
玉
名
高
校
が
あ
る
熊
本
県

玉
名
市
の
名
誉
市
民
で
あ

り
、
２
０
１
８
年
に
は
専
大

・
専
大
玉
名
高
主
催
の
「
社

会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
金

栗
を
取
り
上
げ
た
。

　
日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会（
１
９
１
２
年
）の
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
。
日
本
マ
ラ
ソ
ン

界
の
発
展
に
尽

力
し
箱
根
駅
伝

を
創
設
し
た
。

専
大
陸
上
競
技

部
は
１
９
３
４

年
の
箱
根
駅
伝

第
15
回
大
会
に

初
出
場
、
第
20

回
大
会
で
初
優

勝

を

果

た

し

た
。
金
栗
は
こ

の
大
会
の
審
判

長
を
務
め
た
。

　

企

画

展

で

「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」

金
栗
四
三
企
画
展

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

金
栗
四
三
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
箱
根

駅
伝
に
つ
い
て
紹
介
す
る
企
画
展

　
第
47
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
全
国
大
会
（
主
催
・
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会
）

の
高
校
と
一
般
の
部
が
12
月

15
日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
ス

ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
、
熊
本
県
代
表
の
専
修
大

学
玉
名
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
が
、
小

編
成
部
門（
54
人
以
内
）で
金

賞
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
編

成
別
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
同
高
は
九
州
代
表
と
し
て

18
年
連
続
出
場
。
13
回
目
の

金
賞
、
３
年
ぶ
り
の
編
成
別

最
優
秀
賞
で
、
全
国
大
会
出

場
回
数
・
金
賞
回
数
・
編
成

別
最
優
秀
賞
回
数
は
九
州
支

部
で
は
最
多
を
誇
る
。

　
今
大
会
で
は
、「
心
花
〜

こ
こ
ろ
ば
な
〜
」
を
テ
ー
マ

に
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
演

技
を
披
露

写
真
、
管
楽
器

の
美
し
い
響
き
と
、
し
な
や

か
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
演
技

に
高
い
評
価
が
あ
っ
た
。
部

長
の
古
賀
来
夢
さ
ん
（
３
年

生
）
は
「
い
か
に
美
し
く
演

奏
・
演
技
す
る
か
、
試
行
錯

誤
し
て
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
最
高
の
評
価
を
い
た
だ

き
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

専大玉名高 13回目の金賞
マーチングバンド全国大会


